
協同組合 関西技術協力センター

プログラム ※講演時間、内容などは都合により予告なく変更する場合があります

13：30～
15：00

イチからわかる「外国人技能実習制度」

〇外国人技能実習制度とは
〇受け入れのメリット・デメリットは？

新たな制度「特定技能」に関する概要について

15：05～
15：45

実習生受け入れの具体例について

〇日本語はどこまで話せるの？
〇実習生の仕事ぶりは？
〇制度活用企業での成功事例は？
〇実際のトラブルや対応法など

15：45～
16：30

質疑応答・個別相談会

講師 専務理事 土岐 嘉一

参加費無料！
最新情報！

「特定技能」
正確な理解を！

「技能実習」

561-0832 1 3 15

TEL 06-6333-2373 FAX 06-6333-3990

http://www.kansai-gijyutsu.org/

経済産業省・農林水産省・国土交通省認可
優良監理団体「一般監理事業」認可／特定技能受け入れ「登録支援機関」登録済

技能実習制度だけでなく、改正入管法に関する知識にお
いても業界トップクラス。
長年培った経験を踏まえ、企業側の立場に立った実践的
で現場を重視した講演に定評がございます。

広島（2019年10月） 岡山（2019年11月）
大阪（2020年1月・3月） 神戸（2020年2月） 開催予定！



別組合からも受け入れの経験があり、いろんなトラブルもありました。
関西技術協力センターでは同じ人が1ヶ月に1度、必ず実習生たちの
様子を見に来てくれます。会話をする事で、彼らも安心するし、
真面目にしなければ、と思うんでしょう。この安心感は、ほかには
ないですね。

（事業内容）プラスチック製品製造 （受入職種作業）射出成形作業

ベトナムから実習生が来ると言ったら、ほとんどの社員が『私たちの部署
にはいれないで欲しい』という感じでした。 確かに、現場の人間としては、
仕事が思うように進まなくなると思いますよね。
でも一ヶ月ぐらい経った時には社員の実習生に対する思いは
変わっていました。作業内容をメモしたりするし、積極的に質問も
するし、与えられた事すら面倒臭いという感じの日本の現代っ子
には無い真面目さがいいですね。
今では社員たちにとって、すごく良い刺激になっているようです。

（事業内容）鉄工 （受入職種作業）半自動溶接作業、金属プレス作業

組合によって実習生たちの性質も変わってくる。
担当とのコミュニケーションが常にあるのが何より安心です。

最初は大反対だった社員も今では
彼らの真面目な実習への姿勢に刺激を受けています。

弊組合ホームページではたくさんのお声を掲載しています。その一部をご紹介します。


